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議  第 3 0 8 8 号 

令和４年 11 月 29 日 

 

民生病院常任委員会審査概要報告書 

 

                              委員長 林  貴文 

 

Ⅰ 開催年月日  令和４年９月 30日（金） 

Ⅱ 会 議 時 間  午後１時 30分～午後１時 37分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎林  貴文  ○横田 誠二  新開 広恵 

熊木 義城   埜田 悦子  筏井 哲治 

本田 利麻   福井 直樹  水口 清志 

（◎…委員長  ○…副委員長） 

〔議 長〕 坂林 永喜 

〔副 議 長〕※本田 利麻副議長は委員として出席 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

        〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 西本 幸夫  高嶋 史恵  吉本 昌史 

        〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

 

１ 付託議案について 

議案第 81号 令和４年度高岡市一般会計補正予算（第４号） 

 

以上、予算議案１件については、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきも

のと決した。 

 

〈 審査の過程における質疑は次のとおり。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

【議案第 81号のうち、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事務費につい

て】 

○ 給付金額が５万円である根拠は。また、市独自で上乗せ支援を実施する考えは。 

△ 国の調査によれば、低所得層ほど、収入のうち電力・ガス・食料品等の支出が占

める割合が高いという結果が出ており、物価高騰が家計に与える影響も大きいこと

がわかっている。現在のエネルギーや食料品等の物価は、今後も上昇することが見

込まれている。この状況を踏まえ、国では月額５千円を物価高騰相当分とし、その
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６か月分である３万円を十分に上回る金額として５万円を設定しており、市独自で

上乗せ支援を実施する考えはない。 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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民生病院常任委員会 当局説明員（２名） 

 

福祉保健部長 戸田  龍太郎   

福祉保健部次長 山 本  真 弘   

    

    

    

    

    

    

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    


